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　人の腸内マイクロビオータは、1000種類以上もの菌から成る
“腸内コミュニティ”といわれており、近年の研究で代謝や免疫と
いった人間にとって不可欠な機能に関わり、疾患との関係性が明
らかになってきました。代表的な疾患をいくつかご紹介します。

１．炎症性腸疾患（IBD）
　潰瘍性大腸炎とクローン病に大別されるIBDは、慢性・再発性の腸管炎症を特徴とする疾患群です。日本では患者数

が増加しており、IBDの詳しい原因はまだ解明されていませんが、IBD患者の腸内マイクロビオータは、健常者の腸内マ

イクロビオータと比較して、多様性が低下した（菌の種類が減少した）状態にあることがわかっています。健常者の腸

内マイクロビオータは経時的変化がほとんどなく安定していますが、IBD患者では食事、薬剤による影響もあり、腸内

マイクロビオータが不安定になりやすいことがわかっています。また、活動期と寛解期によって腸内マイクロビオータ

が異なることもわかっています。現在では、腸内マイクロビオータをターゲットにしたIBD治療の研究が進んでおり、

プロバイオティクスを組み合わせた治療の研究や、健常者からの便移植治療の研究が進められています。

２．肥満・糖尿病
　肥満と腸内マイクロビオータの関連性も指摘されています。肥満マウスの腸内マイクロビオータは、痩せたマウスよ

りもバクテロイデス菌が減少し、ファーミキューテス菌が増加していることが報告されています。また、人においても

肥満の人の腸内マイクロビオータは、肥満でない人よりも多様性に欠けていることが報告されています。さらに、マウ

スの実験では、肥満を予防する効果がある細菌が確認された報告もあります。

　糖尿病に関しても、Ⅱ型糖尿病患者は健康な人と比較すると、腸内マイクロビオータの種類に違いが見られることが

わかっています。腸内マイクロビオータが乱れると悪玉菌が生きたまま血中に入り込み、体内に炎症を起こし、血糖値

を下げるインスリンの分泌が低下することが解明されています。

　内科系疾患以外では、近年自閉症、躁うつ病などの精神疾患と腸内マイクロビオータとの関連性が報告
されており、今後の研究の進展が期待されています。
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シリーズ2 驚愕！　腸内マイクロビオータの影響力！！

2019 年 10 月 22 日は即位礼正殿の儀のため外来は休診です
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